
こ
の
四
半
世
紀
余
り
は
、
内
外
の
中
央
銀
行
と
金
融
監
督
当
局
が
数
々
の
難
境
に
直
面

す
る
時
代
だ
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
に
お
け
る
金
融
検
査
の
主
体
は
大
蔵
省
か
ら
金
融

監
督
庁
、
金
融
庁
へ
と
移
り
、
さ
ら
に
近
年
は
、
金
融
機
関
の
態
勢
と
実
態
を
一
体
的

に
把
握
す
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
概
念
を
確
立
し
た
上
で
大
き
な
進
化
を
遂
げ
て
き

た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
軌
跡
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

大
き
く
変
容
し
て
き
た
金
融
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
軌
跡
と
今
後
の
在
り
方

金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
の
脱
却
と

新
た
な
リ
ス
ク
要
因
へ
の
対
応

金
融
庁

総
合
政
策
局
　
審
議
官

屋
敷
利
紀

大
蔵
省
か
ら
金
融
監
督
庁
、

そ
し
て
金
融
庁
へ

　

私
が
初
め
て
金
融
監
督
当
局
と
接

点
を
持
っ
た
の
は
１
９
９
７
年
、
日

本
銀
行
営
業
局
証
券
課
に
お
い
て
、

破
綻
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
山
一
証

券
を
担
当
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。

当
時
の
金
融
監
督
当
局
・
大
蔵
省
は
、

個
別
金
融
機
関
に
対
し
て
必
ず
し
も

詳
細
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
一
証
券
の

資
金
繰
り
ほ
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
も

っ
ぱ
ら
日
本
銀
行
が
担
い
、
そ
の
結

果
を
大
蔵
省
証
券
局
証
券
業
務
課
に

報
告
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
も
私
は
大
蔵
省
金
融
企
画

局
、
金
融
庁
総
務
企
画
部
、
検
査
局

へ
の
出
向
や
日
本
銀
行
考
査
局
、
金

融
機
構
局
で
の
勤
務
を
通
じ
て
、
金

融
監
督
当
局
と
の
接
点
を
持
ち
続
け

た
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
当
時

の
金
融
監
督
当
局
は
、
個
別
行
政
対

応
や
国
会
対
応
で
多
忙
を
極
め
て
お

り
、
大
き
な
問
題
が
生
じ
な
い
限
り
、

個
別
金
融
機
関
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
環
境
に
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

金
融
監
督
当
局
に
と
っ
て
、
98
年

の
金
融
監
督
庁
発
足
か
ら
数
年
間
は
、

わ
が
国
金
融
機
関
の
不
良
債
権
問
題

や
外
資
系
金
融
機
関
の
法
令
順
守
問

題
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
。

そ
れ
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
金
融

検
査
と
い
う
行
政
手
法
が
用
い
ら
れ

た
。
そ
の
際
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
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金融庁モニタリングの軌跡

ル
を
使
っ
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式

に
よ
る
厳
格
な
資
産
査
定
や
無
予
告

の
臨
店
調
査
が
活
用
さ
れ
た
。
不
良

債
権
問
題
に
端
を
発
し
た
わ
が
国
金

融
機
関
の
破
綻
や
外
資
系
金
融
機
関

の
法
令
違
反
事
案
が
相
次
ぎ
、
わ
が

国
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
回
復
が

急
務
だ
っ
た
90
年
代
後
半
か
ら
２
０

０
０
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
金
融

検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
資
産
査

定
は
画
期
的
で
あ
り
、
無
予
告
の
臨

店
調
査
も
極
め
て
有
効
な
問
題
解
決

手
段
で
あ
っ
た
。

「
不
良
債
権
問
題
」終
息
後
の

金
融
検
査

　

そ
の
後
、
不
良
債
権
問
題
や
法
令

順
守
問
題
が
一
段
落
し
た
00
年
代
中

盤
以
降
は
、
金
融
検
査
の
運
用
を
変

え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
た
だ
、
大
き
な
組
織
が
変

化
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

　

私
は
08
年
か
ら
11
年
に
か
け
て
の

３
年
間
、
金
融
庁
検
査
局
企
画
・
情

報
分
析
室
長
と
し
て
、
被
検
査
金
融

機
関
の
経
営
実
態
を
分
析
し
た
上
で

検
査
先
や
検
証
事
項
を
選
定
す
る
と

と
も
に
、
高
難
度
の
金
融
検
査
を
指

揮
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の

当
時
、
検
査
班
が
作
成
す
る
検
査
報

告
書
や
検
査
結
果
通
知
は
、
も
っ
ぱ

ら
「
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
い
る
か
」「
評
定
段
階
（
注
１
）
に

ふ
さ
わ
し
い
表
現
か
」
と
い
う
観
点

で
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
載
方

法
で
は
、
被
検
査
金
融
機
関
の
リ
ス

ク
特
性
や
脆
弱
性
、
リ
ス
ク
管
理
態

勢
の
頑
健
性
に
ま
で
十
分
評
価
が
及

ば
ず
、
一
読
し
て
も
被
検
査
金
融
機

関
の
問
題
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が

何
と
も
分
か
り
に
く
い
代
物
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

今
か
ら
数
年
前
、
突
発
し
た
問
題

事
案
対
応
へ
の
参
考
に
し
よ
う
と
、

幸
い
保
存
期
限
内
に
あ
っ
た
か
つ
て

私
が
企
画
・
情
報
分
析
室
長
時
代
に

手
掛
け
た
類
似
問
題
事
案
の
検
査
報

告
書
や
検
査
結
果
通
知
を
読
み
返
し

て
み
た
。
果
た
し
て
内
容
は
難
解
で
、

問
題
の
所
在
を
突
き
止
め
る
ま
で
に

か
な
り
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
の
検
査
報
告
会
は
、
評
定
段

階
が
妥
当
か
否
か
に
相
当
な
時
間
が

費
や
さ
れ
て
い
た
。
評
定
段
階
は
ご

多
分
に
漏
れ
ず
Ｂ
に
集
中
し
て
い
た

た
め
、
報
告
会
で
は
「
Ａ
に
近
い
Ｂ

か
」「
Ｃ
に
近
い
Ｂ
か
」
と
い
う
議

論
が
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

初
め
て
報
告
会
に
参
加
し
た
私
は
面

食
ら
っ
た
。
恐
ら
く
、
当
時
の
ほ
と

ん
ど
の
人
は
私
と
同
じ
感
想
を
抱
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　

当
時
の
検
査
局
幹
部
は
、
さ
ま
つ

な
問
題
を
指
摘
し
が
ち
な
、
い
わ
ゆ

る
「
重
箱
検
査
」
の
傾
向
に
強
い
危

機
意
識
を
抱
い
て
い
た
は
ず
だ
。
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
形
式
的
、
画

一
的
な
運
用
と
な
ら
な
い
よ
う
、
金

融
検
査
の
基
本
的
な
考
え
方
と
実
施

手
続
き
を
定
め
た
「
金
融
検
査
に
関

す
る
基
本
指
針
」
が
幾
度
と
な
く
改

訂
さ
れ
た
。「
本
質
を
突
い
た
検
査

を
せ
よ
」
と
繰
り
返
し
検
査
官
を
叱

咤
激
励
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
歴
代

検
査
局
幹
部
は
お
そ
ら
く
金
融
検
査

の
変
革
に
向
け
て
最
善
の
努
力
を
払

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
検
査
官
を
は

じ
め
と
す
る
職
員
の
方
々
は
、
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
い
た
と
思
う
。
し

か
し
、
金
融
検
査
が
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
検
査
指
摘

事
項
を
金
融
機
関
と
合
意
で
き
る
も

の
に
限
る
と
い
う
運
用
が
維
持
さ
れ

る
限
り
、
変
革
に
は
自
ず
と
限
界
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

金
融
検
査
の
抜
本
的
改
革

13
年
に
当
時
の
森
信
親
検
査
局
長

の
号
令
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
金
融
検

査
を
根
本
的
に
見
直
す
大
変
革
が
実

施
さ
れ
た
。
ま
ず
、
検
査
指
摘
事
項

に
関
す
る
認
識
が
金
融
機
関
と
一
致

し
な
い
場
合
で
も
、
検
査
結
果
通
知

以
外
の
方
法
で
金
融
庁
の
認
識
を
還

元
し
、
相
違
点
は
継
続
的
に
議
論
す

る
よ
う
改
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
形

式
的
、
画
一
的
な
金
融
検
査
の
象
徴

と
し
て
批
判
を
浴
び
て
い
た
金
融
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
廃
止
に
向
け
た
検

討
が
開
始
さ
れ
、
19
年
12
月
に
廃
止

さ
れ
た
。

　

金
融
検
査
は
、
普
段
か
ら
金
融
機
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関
へ
の
理
解
を
深
め
、
重
点
課
題
に

焦
点
を
当
て
る
実
質
重
視
の
最
低
基

準
の
検
証
と
す
る
な
ど
、
探
究
型
の

対
話
に
向
け
て
転
換
し
た（
注
２
）。同

時
に
、
検
査
報
告
書
や
検
査
結
果
通

知
の
記
載
も
、
被
検
査
金
融
機
関
の

リ
ス
ク
特
性
や
脆
弱
性
、
リ
ス
ク
管

理
態
勢
の
頑
健
性
を
評
価
す
る
よ
う

改
め
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
金
融
検
査
は
、
そ
れ
ま

で
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
に
よ
っ

て
一
律
か
つ
網
羅
的
に
確
認
す
る
運

用
か
ら
、
金
融
行
政
の
目
標
に
さ
か

の
ぼ
り
、
真
に
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
金
融
機
関
と
深
度
あ
る
対
話
を
行

う
方
向
に
大
き
く
か
じ
が
切
ら
れ
た
。

ま
た
、
当
時
の
「
検
査
は
態
勢
確
認
、

監
督
は
実
態
確
認
」
と
い
う
役
割
分

担
も
見
直
さ
れ
、
態
勢
と
実
態
を
一

体
的
に
把
握
す
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
と
い
う
新
た
な
概
念
が
確
立
さ

れ
た
。

新
た
に
誕
生
し
た
総
合
政
策
局

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
門

　

金
融
庁
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
も
、

随
時
見
直
さ
れ
た
。
15
年
に
は
、
マ

ク
ロ
経
済
や
金
融
資
本
市
場
な
ど
の

マ
ク
ロ
環
境
と
３
メ
ガ
バ
ン
ク
グ
ル

ー
プ
（
注
３
）
の
行
動
を
把
握
す
る
こ

と
を
通
じ
て
わ
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム

全
体
の
リ
ス
ク
を
確
認
す
る
目
的
で
、

当
時
の
総
務
企
画
局
に
マ
ク
ロ
プ
ル

ー
デ
ン
ス
総
括
参
事
官
室
が
設
置
さ

れ
た
。
18
年
に
は
、
専
門
分
野
別
機

能
を
強
化
し
て
わ
が
国
金
融
シ
ス
テ

ム
全
体
の
課
題
や
業
態
横
断
的
な
課

題
に
対
応
す
る
目
的
で
、
同
室
と
検

査
局
が
担
っ
て
い
た
機
能
が
総
合
政

策
局
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
門
に
統
合
・

再
編
さ
れ
た
（
注
４
）。
そ
の
後
、
20

年
に
は
、
デ
ー
タ
分
析
機
能
の
高
度

化
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
効

性
・
効
率
性
を
高
め
る
目
的
で
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
部
門
に
デ
ー
タ
分
析
統

括
室
が
設
置
さ
れ
た
（
注
５
）。

　

金
融
庁
の
目
標
は
、
⑴
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
／
金
融
仲
介
機
能
の
発

揮
、
⑵
利
用
者
保
護
／
利
用
者
利
便
、

⑶
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
／
市
場

の
活
力
│
│
の
そ
れ
ぞ
れ
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
を
通
じ
て
国
民
の
厚
生
の

増
大
を
図
る
こ
と
だ
。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
部
門
で
は
、
⑴
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
主
に
大
手
行
グ
ル
ー
プ

（
注
６
）
を
切
れ
目
な
く
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
る
（
注
７
）
ほ
か
、
市
場
リ

ス
ク
管
理
や
信
用
リ
ス
ク
管
理
、
Ｉ

Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
地
域
銀
行
を

含
め
業
態
横
断
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
る
。
同
様
に
、
⑵
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
、
顧
客
本
位
の
業
務

運
営
や
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
に
つ
い

て
、
金
融
庁
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
・

相
談
な
ど
を
分
析
し
た
上
で
、
地
域

銀
行
や
証
券
会
社
を
含
め
業
態
横
断

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
（
注
８
）。

　

先
に
、
大
き
な
組
織
が
変
化
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
述
べ
た
。

実
際
、
金
融
庁
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
進
化
に
お
い
て
最
も
重
要
な

の
は
検
査
官
を
は
じ
め
と
す
る
職
員

の
思
考
態
度
の
変
革
で
あ
っ
た
。
検

査
官
や
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
で
新
し
い

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
支
え
る
職
員
は
、

長
年
慣
れ
親
し
ん
だ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
型
検
査
か
ら
の
脱
却
に
、
最
初
は

大
い
に
戸
惑
っ
た
に
違
い
な
い
。
し

か
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
門
の
職
員

は
、
多
少
時
間
を
要
し
た
と
は
い
え
、

こ
こ
数
年
で
見
事
な
ま
で
に
思
考
態

度
を
変
革
し
て
み
せ
た
。
金
融
庁
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
進
化
は
、
ひ
と
え
に

職
員
の
努
力
の
上
に
あ
る
。

問
わ
れ
続
け
る

金
融
庁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
真
価

　

昨
年
10
月
、
そ
し
て
今
年
３
月
、

ス
イ
ス
や
米
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
速
度
と
規

模
で
預
金
が
流
出
し
た
（
注
９
）。
そ

の
引
き
金
を
引
い
た
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
で
あ
り
、
時
間
や
場

所
を
問
わ
な
い
急
速
か
つ
大
規
模
な

預
金
流
出
を
可
能
に
し
た
の
は
ス
マ

ホ
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ア
プ
リ
の

普
及
な
ど
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
だ
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
新
た

な
リ
ス
ク
要
因
が
次
々
と
あ
ら
わ
に

な
っ
た
。

　

他
方
、
大
口
法
人
預
金
へ
の
過
度

な
依
存
や
満
期
保
有
目
的
有
価
証
券

勘
定
の
含
み
損
の
扱
い
な
ど
、
伝
統
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的
な
リ
ス
ク
要
因
に
も
再
び
脚
光
が

当
て
ら
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
流
動

性
リ
ス
ク
管
理
、
金
利
リ
ス
ク
管
理
、

Ａ
Ｌ
Ｍ
を
は
じ
め
と
す
る
リ
ス
ク
管

理
や
内
部
統
制
の
重
要
性
は
も
と
よ

り
、
現
代
銀
行
の
存
亡
は
預
金
者
か

ら
の
信
認
次
第
と
い
う
当
然
だ
が
厳

し
い
現
実
が
、
あ
ら
た
め
て
わ
れ
わ

れ
に
突
き
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
何

よ
り
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
健
全
な

リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
と
強
固
な
内
部

統
制
、
リ
ス
ク
管
理
態
勢
が
至
要
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
了
知
さ
せ

ら
れ
た
。

　

主
要
海
外
監
督
当
局
と
比
較
す
る

と
、
金
融
庁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
門
の

職
員
は
著
し
く
少
な
い
の
が
実
態
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
、
米
欧
銀

の
破
綻
や
経
営
不
安
に
直
面
す
る
中

で
、
わ
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
に
特
段

の
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
金
融
庁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
効
果

も
あ
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
わ
が
国
金

融
機
関
が
、
平
成
金
融
危
機
の
経
験

な
ど
か
ら
、
過
大
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク

を
し
な
い
カ
ル
チ
ャ
ー
の
育
成
と
と

も
に
、
内
部
統
制
や
リ
ス
ク
管
理
態

勢
の
強
化
に
努
め
て
き
た
こ
と
も
背

景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、

こ
の
動
き
が
永
続
す
る
保
証
は
な
い
。

金
融
庁
は
決
し
て
油
断
し
て
は
な
ら

な
い
し
、
自
己
満
足
に
陥
っ
て
も
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
歩
み
を
止
め
ず
、

今
回
の
米
欧
の
経
験
か
ら
多
く
を
学

び
取
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
進
化
に

一
層
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

過
去
を
振
り
返
る
と
、
07
年
８
月

に
発
生
し
た
パ
リ
バ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

６
カ
月
後
の
08
年
２
月
、
英
ノ
ー
ザ

ン
ロ
ッ
ク
銀
行
が
国
有
化
さ
れ
、
３

月
に
は
米
ベ
ア
ス
タ
ー
ン
ズ
が
破
綻
。

そ
の
半
年
後
の
９
月
に
は
リ
ー
マ
ン

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻
し
た
。
今
回

も
当
面
、
金
融
庁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
真
価
が
問
わ
れ
続
け
る
の
は
間
違

い
な
い
。

＊　

＊　

＊

　

私
が
学
生
時
代
に
在
籍
し
た
京
都

大
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

で
は
、
当
時
の
水
野
彌
一
監
督
か
ら

「
で
き
な
い
理
由
を
百
考
え
る
暇
が

あ
っ
た
ら
、
で
き
る
方
法
を
一
つ
考

え
ろ
」「
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
な
、
ベ

ス
ト
を
超
え
ろ
」
と
毎
日
厳
し
く
指

導
さ
れ
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
門
の

限
ら
れ
た
職
員
で
、
来
る
べ
き
難
境

を
乗
り
切
る
方
法
を
一
つ
で
も
考
え
、

わ
れ
わ
れ
の
ベ
ス
ト
を
超
え
て
、
金

融
庁
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
さ
ら
に
先

へ
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

（
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
係
る
部
分
は
筆
者

の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
組
織
の
見

解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
）１　
Ａ
評
価
は
、
強
固
な
管
理
態
勢
が

経
営
陣
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
状
態
。

Ｂ
評
価
は
、
十
分
な
管
理
態
勢
が
経
営

陣
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
状
態
。
Ｃ

評
価
は
、
経
営
陣
に
よ
る
管
理
態
勢
の

構
築
が
不
十
分
で
、
改
善
の
必
要
が
認

め
ら
れ
る
状
態
。
Ｄ
評
価
は
、
管
理
態

勢
に
欠
陥
ま
た
は
重
大
な
欠
陥
が
認
め

ら
れ
る
状
態
。

２　
金
融
庁
「
金
融
検
査
・
監
督
の
考

え
方
と
進
め
方
（
検
査
・
監
督
基
本
方

針
）」（
18
年
６
月
29
日
）

３　
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

グ
ル
ー
プ
、
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ

４　
屋
敷
利
紀
「
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン

ス
総
括
参
事
官
室
を
中
心
と
し
た
一
体

的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」（「
週
刊
金
融
財
政

事
情
」
２
０
１
５
年
11
月
９
日
号
）

５　
金
融
庁
「
金
融
庁
の
組
織
再
編
に

つ
い
て
」（
18
年
７
月
10
日
）

６　
３
メ
ガ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
、
り
そ

な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
三
井
住
友
ト

ラ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
Ｓ
Ｂ

Ｉ
新
生
銀
行
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行
、
農
林

中
央
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

７　
大
手
行
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
は
検

査
期
間
を
定
め
な
い
「
通
年
検
査
」
を

実
施
し
て
い
る
。

８　
屋
敷
利
紀
「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
に
資
す
る
新
た
な
「
金
融
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」
の
全
貌
」（「
週
刊
金
融
財
政
事

情
」
２
０
２
３
年
６
月
６
日
号
）

９　
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
は
22
年
10
月
、

22
年
第
３
四
半
期
の
財
務
報
告
書
に
お

い
て
、
同
月
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
不
正

確
な
噂
に
よ
っ
て
多
額
の
預
金
流
出
が

発
生
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。

や
し
き　

と
し
の
り

89
年
京
都
大
学
文
学
部
卒
。
95
年
米

イ
ェ
ー
ル
大
学
経
営
大
学
院
修
了
。

89
年
日
本
銀
行
入
行
。
98
年
大
蔵
省

金
融
企
画
局
、
00
年
金
融
庁
総
務
企

画
部
、
08
年
検
査
局
企
画
・
情
報
分

析
室
長
、
15
年
総
務
企
画
局
マ
ク
ロ

プ
ル
ー
デ
ン
ス
総
括
参
事
官
、
18
年

総
合
政
策
局
参
事
官
。
20
年
か
ら
現

職
。
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